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1. 背景・目的 
 近年, 光センシング技術の利用分野が拡大されて
おり、それに伴い多様な性能・特性が光学薄膜に求
められている. 

一般的に，酸化セリウムは自動車の排ガス処理触
媒の助触媒として利用されている. また, 可逆的酸素
貯蔵能力(OSC : Oxygen Storage Capacity )を持ち, 酸素
を貯蔵し, 雰囲気中に酸素を供給する役割を担ってい
る.  また, 気相中にある酸素を活性化吸着する機能を
有している.1) 
本研究では, 酸化セリウム膜を 2-propanol (IPA: 

isopropyl alcohol )浸漬することによって酸化セリウム
が IPA に反応し, 黄色に発色する現象を利用して(Fig. 
1)， 新たな光センサーとして応用の可能性について
検討することを目的としている.  本報告では酸化セ
リウム膜が発色するメカニズムについて検討する.   

2. 実験方法 

本実験では EB（EB : Electron beam）蒸着法を用い

た．成膜には N-BK7（Schott 社製)基板，蒸着材料は

CeO₂ (USTRON社製)を使用した.  

分光スペクトル測定に紫外可視分光光度計(JASCO

社製) 結晶構造および結晶性の測定に X 線回折装置

(Philipe 社製),ラマン顕微鏡(HORIBA 社製) を用いた. 

膜の組成では走査型 X 線光電子分光装置(ULVAC 社

製), 化学結合および官能基の測定に FT-IR (JASCO 社

製)を用いた. 浸漬実験では, IPA (和光純薬工業社製:純

度 98%)に 30 秒間, 酸化セリウム膜を浸漬した.  

3. 結果及び考察 

Fig. 2 に分光スペクトル測定を行い, 浸漬前後の透

過率の変化を示す. IPAに浸漬した酸化セリウム膜は

400～500nm 付近で光学吸収が発生することにより黄

色に発色していることが確認出来た.また, X 線回折

測定および顕微ラマン分光測定で結晶構造に関する

解析を行った. 測定結果より , 顕微ラマン分光測定に

て, 酸化セリウムの O₂の欠陥ピーク²⁾が見られた. IPA

に浸漬した後は O₂の欠陥ピークが減少した. このこ

とから欠損している O₂サイトに物質が吸着したこと

によってピークが減少したと考えられる. Fig. 3 に浸

漬前後の FT-IRの測定結果を示す. C-H(CH₃)基に帰属

する吸収が 2970cm⁻¹付近に見られた. これは酸化セリ

ウム膜に C-H(CH₃)が吸着したと考えられる. 

酸化セリウムにはイソプロピル基を分解する能力

を有することが報告されている 3⁾ . CeO₂の黄変
は O₂の格子欠陥が多い膜の時ほど強く発生す

る⁴⁾.  また、酸素欠損が多い膜には, CH₃の吸着が
多くみられた. 以上のことからイソプロピル基
を構成するCH₃がO₂の欠陥に吸着したことが酸化セ

リウム膜の黄変の要因と考えられる.  

4. 結論 

酸化セリウム膜に IPA 浸漬することにより, 短波長

側に吸収が発生し, 黄色に変化する現象が観察された. 

発色した黄色は, CeO₂の O₂の格子欠陥が多いときに

強く発生する色であることが判明した. 

また, 黄色を発生させる要因として,  CH₃が起因で

はないかと考えられる. 
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Fig. 2 Change in transmittance spectra due to IPA immersion. 

Fig. 3 Change in infrared transmittance spectra due to IPA immersion. 

Fig. 1 Yellowing due to IPA immersion. 
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